
サーベイランスデータに基づくわが国のプリオン病の疫学像
（1999-2017年データ）

解 説

1. 2005年あたりから発病者数と死亡数との間のギャップが小さくなっており，この傾向
は、サーベイランスの患者捕捉率が近年上昇してきていることを示している（直近で
は９割以上補足できていると推察できる）。すなわち、主治医から適切に患者情報が
CJDサーベイランス委員会に提供され、正確にプリオン病と確定診断（あるいは除
外診断）されるようになってきていることがうかがえる。

2. 2000年の人口構成で年齢調整した罹患率をみると、我が国のプリオン病の罹患率
は人口１００万人あたり年間１．５人であり、ここ数年は横ばい傾向が続いている。
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